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企画展 『今西錦司の世界』の

開催 にあたって

瀬戸口烈司

今年(2002年)1月6日 は,今 西錦司の生誕百周

年 にあたる。これにあ わせ て総合博物館の平成13年

度秋期企画展 『今西錦司の世界 一京大のパ イオニ ア

ワー クー』が,昨 年12月 か ら開催 され ている。

今西生誕百周年 に向 けて何かの行事 をや ろ う,と

い う学内の動 きは2年 ほ どまえか ら本格化 した。一一

昨年(2000年)に 学 内総 長裁量経費(教 育改善推進

費)に よる 「今西錦司生誕百年事業」(代 表者:松 澤

哲郎 霊長類研究所教授)を 企画 した。申請書類 を大

学本部事務局 に提 出 したのが同年夏で,予 算化が決

定 したのが初秋であ った。

これ とは別 に,戦 前 に今西が隊長 と してお こな っ

た 「大興安嶺探検」の記 録写真 が隊員であ った吉 良

龍夫の手元 に保 管 されてお り,京 大総合博物 館 に引

き取 ってほ しい と連絡があ った。だが,博 物 館で永

久保存するため には,写 真類 を245×335mmの 国

際版 に焼 き付け,同 時 に画像情報 をデ ジタル化する

必 要がある。

松 澤 と相 談 して,と りあえず,そ の うちの50枚 を

国際版に焼 き付 け,保 存する処 理 として,上 記 「百

年事 業」か ら費用 を捻 出 した。そ して,こ れ らを総

合博 物館 で保管 する ことに した。

2000年 度 の年度末,2001年2月 に,「 今 西生誕百

周年 記念」の シンポジウムを開催 した ところ,芝 蘭

会館 の狭 い会場 に100名 以.ヒが参加 する とい う,予

想以 上の大盛況 となった。このシ ンポジウム開催 と

並行 して,平 成13年 度京都大学教育研究振興財 団の

学術研究活動推進事業助 成に よる シンポジ ウム 「21

世紀へ のフ ィール ドワー ク」(代 表者:松 林 公蔵 東

南 アジア研究 セ ンター教授)を 申請 した ところ,こ

れ も実施が認め られた。

2001年2月 の シ ンポ ジウムで は,吉 良の手元 に保

管 してあった 『大興安 嶺探 検』の記録写真 を紹介 し

つつ,探 検 家 と しての今西像 を語 った。そ して主要

な写真類 を国際版 に焼 き付 け,総 合博物館で保存の

予定で あること も付 け加 えた。この件 は,す ぐに京

都新聞で紹介 され た。テ レビ局の 反応 もすばやか っ

た。NHK京 都放 送局の記者 が取 材に訪れ,同 探 検

の記録写真 の保存の重要性 を強調 した レポー トを作

成 した。これは,NHKニ ュー スの全国版 で放映 さ

れた。その放送記者 は,吉 場久之 と名乗 った。お ど

ろいた こ とに,久 之 は吉場健二の遺児であ った。

吉場健二 は,本 多勝 一 とともに京大 に学生団体の

「探 検部」を全国 にさきが けて作 り,「探検 部」の海

外遠征隊の第1号 となる 「東 ヒンズー クシ学術探 検

隊」(隊 長:藤 田和 夫 大阪市立大学助教授[当 時])

に本多 と ともに参加 した。大 学卒業後はその まま理

学部動 物学教 室の大学院 に進み,サ ル学の伊谷純 一・

郎 の第1号 の弟子 となる。1967年 に霊長類研究所 が

設置 され ると,た だちに助手 として採用 され,イ ン

ドやボ ルネオで野生霊長類 の観察 をすすめた。1968

年7月28日,宮 崎県幸 島のサル を観察にゆ く途 中,

日向灘 で小舟 が転 覆 して33才 の若 さで遭難死 した。

今西 の 「探 検」 と 「サ ル学」の両面 を引 き継 いだ若

手第1号 は,吉 場健:二で あった。30数 年 を経 て,吉

場健二 の遺 児が,.占場健二 の活動 のルーツ とい うべ

き今西 の探検記録 の取材 に現 れたのであ る。

私 は在学 中は探検部員 であ った。霊 長類研究所 に

17年 在籍 した後,理 学部 に転 じた。吉場健二 には,

1963年 夏 に一度だけ会 った。吉場 健二は,私 には偉

大 な先輩 であ り続 けた。そ の遺 児 が 目の前 に現 れ

た。 これは,き わめて私の 「個 人的」な事情 にはち

が いない。 しか し,こ の ことが,2001年 の秋期企 画

展 を今西錦司関連 の展示 に しようと決心する契機 に
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な った ことも事実 である。

　 2001年2月 のシ ンポジ ウムの準 備の過程 で,京 大

学士 山岳会の活動の記録 フ ィルムが散在 しているこ

とがわか り,平 井一正(神 戸大学 名誉教授)を 中心

に して,そ れ らを結集 し,ダ イジェス ト版 を作成す

る案が浮上 した。先 にふれ た探検の記録類の保存問

題 も深刻である。これ らを修復 ・保存 し,活 用す る

道 をつけ ることが急務 であ り,こ れ こそ京都大学総

合博 物館 の果たすべ き任務である と痛感 した。

　 これ らはすべ て,「 今西生誕百周年記念事業」 の

環 に位置づけ,保 管 ・活用 を博物館 の業務 に組み

込 む とい う案が真 剣に討議 された。2001年 度 の学 内

総 長裁量経費(教 育改善推進費)に 「企画 展示 『今

西 錦司の世界』一京大 のパ イオニア ・ワー クー 」,教

育基盤整備充実経 費 に 「今西錦司 関連写真 ・映像資

料の収集 ・整備経費」を申請 し,こ れ らは ともに認

め られ た。

　 今西関連の展示 をす るこ とになったい きさつは,

い ささか唐突の ようで はあ るが,下 地 はすで にで き

てい た。2001年6月 にオープ ンした展示場 のなかの

常 設展示の メー ンテーマ は,「京 大の野外研 究」,す

なわちフ ィール ドサ イエ ンスであ る。これは,京 大

の野外研究の伝統 とその成果 を公 開 ・展示 し,そ の

魅力 を知 って もら う,と い うのが基本理念 である。

今 回の企画展示 は,常 設 展示の メー ンテーマである

「野外研究」の ルーッを さぐる,と い う意味 もあわ

せ持つ。

　 で は,ど うして 「野外研究」が常 設展示 の メー ン

テ ーマ に選 ばれ たのか。

　 京大 の総合博 物館が.一般公 開されたの は2001年6
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月だが,博 物館組織 が文部省(当 時)に 認め られ,河

野昭一 を初代館 長 と して専任教 官9名,事 務官5名

で発足 したのは1997年4月 であ った。京都帝 国大学

が設置 されたのは1897年 であるか ら,そ の年 は ち ょ

うど京大創設百周年 に当た ってい た。総長井村 裕夫

の発案 もあ って,1997年 秋 には京 大創立百周年 記念

展が開催 された。会場 の・一つ には,旧 文学部博 物館

(現総合博物館 の本館部 分)が 使用 された。 ここで

は,学 内の各学 部,研 究所の履 歴 ・活動の 目玉 の ほ

か,ノ ーベ ル賞 な ど国際賞の受賞者,文 化勲章 受章

者 を紹介す るとと もに,生 態学,霊 長類学,地 質学 ・

古生物 学,栽 培植物学 な ど,京 大 の多彩 な野外 研究

も紹介 された。その多 くに今西 と関わ りのある人 々

が貢献 してい るこ とが印象的であ った。

　 この百周年記念展 は,「京大 ら しさ」を浮かび上が

らせ るにあ たって,た いへ んに効果 があった。野外

研究の伝統がす ごい迫力 を もって,観 る人を魅了 し

た。京 大が生態学や霊長類 学 をは じめ として世界 各

地で展開 してい る各分野 の野外研 究の成果を開示す

るこ とを常設展 示の主眼 に しよう とする 目論 見 に,

われわれはこの時点ではっ きりとした自信 を得 たの

であ る。

　 これが企 画展 「今西錦 司の世 界』 が行われ るに

至 った背景であ る。どの ような内容の もの にす るか

にあ たって は,今 西 をよ く識 る京大学士 山岳会 の斉

藤清明 にプロデューサ ー として協力 を得 た。京大が

「探検大学」 とい う異名 を とるほ どフ ィール ドサ イ

エ ンスの分野 に大 きな足跡 を残 した巨人 『今西錦司

の世界』 を じっ くりと観 ていただ きたい。

　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 (総合博物館長)

大興安嶺探検隊

谷地坊主湿原で難行する馬車

ガン(根)河 下流

(中華人民共和国内蒙古自治区)

[1942年5月 撮影]
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平成13年 度秋期企画展 今西錦司生誕100年 記念

今西錦司の世界
一京 都 大 学 の パ イ オ ニ ア ・ワ ー ク ー

ごあい さつ

京都大学総合博 物館の常設展示の メー ンテーマ は 「野外研究」である。京都大学の性格 を もっとも的確

に表現す るもの として,京 都大学でお こなわれて きた種 々多様 な フ ィール ドワー クの成果 を展示 してある。

登山 ・探検 を軸 に した野外 におけ る研 究が,こ れほ ど魅力 ある もの とは誰 も想像 で きなか ったであろ う。

1997年 の京都大学創設100周 年 を記念す る特 別展示 会で は,「 登Ll」・探検」の コーナー を設けた。これが好

評であ った。常設 展示のテーマを 「野外研究」 にす るとい う案は,こ の時 に浮 び上が った。京都大学 に野

外研 究の伝統 を根づかせたの は,今 西 錦司であった。2002年 は今西 の生誕loo年 にあた る。それ を記念 し

て今西の 人間像 を描 く展示 を企画 した。今 回の企画展示 は,京 都 大学 を特 徴づ け る 「フ ィール ドサ イエ ン

ス」の源流 をたどる意味 もあ わせ持 っている。

京都大学総合博物館長 瀬戸rI烈 司

ごあい さつ

生物の 「棲み分 け」論 を提唱 するな ど独創 的な学者 であ り,登 山や探 検のパ イオニ アであ った今西錦司

(1902～1992)は,2002年1月6日 に生誕100年 を迎 える。

今西が学 び教 えた京都大学 を中心 に して記念事業が行われ,こ の 「今西錦司の世界」展は,そ の 中核 と

なる催 しであ る。

昆虫学か ら生態学,動 物社 会学,霊 長類 ・入類学へ と研究 対象 を展開 し,『生物 の世 界』は じめ多 くの著

作 を出 し,文 化勲章 も受けた今西 の生涯 をた どる展示 となってい る。初公 開品 もあ り,巨 人の全貌 を知 る,

また とない機会 とい える。

多 くの遺品 を提 供 してい ただいた今西家 をは じめ とす る関係者,そ して京都大学総合博:物館,今 西錦司

生誕100年 記念事業世話人会の方 々に,企 画担当者 と してお礼 を申 しLげ ます。

プロデ ューサ ー 斎藤清明(京 都大学学士 山岳会会員)

謝辞

企画展 「今西錦 司の世界」で は,京 都大学 のパ イオニア ・ワー ク,そ の まさにパ イオニ アであ った今西

錦司の全貌 を紹介す ることに努めた。フィー ル ド・ワー クを根 幹 とする京都大学の研究が今西錦司 によっ

てス ター トす ることが,ご 理解いただ けたこと と思 う。

今西錦司が直接 関 わ りを もった"も の"を 展示す る ことに よって,そ の業績が生 き生 きとよみが えって

いる。それ らの貴重 な資料 を提供 していただいた今西武 奈太郎氏 をは じめ,故 伊谷純一郎氏,梅 悼忠夫氏,

川喜田二郎 氏,吉 良龍夫氏 に感謝す る。 また次 の方 々の尽力 が この展示 に輝 きをあた えた ことを伝 え,謝

意 を表 したい。

岐阜 大学,国 ±地理 院,株 式会社写真弘社,株 式 会社 キ ャノテ ック,株 式会社 フ レームマ ン,日 本山岳会,

京都 大学学 士山岳 会,川 畑博 昭氏,川 村赴夫氏,原 弘文氏,水 越武氏,株 式会社エ ス ・プロジェク ト

京都大学総合博 物館 長 瀬戸口烈司
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展示項 目

　展示 は,今 西の行動 テーマ別に配置 してある。テーマ別の コーナー を列挙 する と,以 トの ようになる。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

京都の山々,初 登頂 「山岳省察』

万年雪の研究,植 物の垂直分布

すみ分け 『生物の世界』

カゲロウの研究

白頭山遠征

ポナペ島遠征

大興安嶺探検

西北研究所

動物社会学(内 蒙古)

10.動 物 社 会 学(都 井 岬)

ll.ヒ マ ラ ヤ

12.カ ラ コ ル ム

13,ア フ リ カ

14.日 本 の 山(1552座)

15.イ ワ ナ(日 本 山 岳 研 究)

16.自 然 学

17.年 譜:今 西 錦 司 と そ の 時 代

京都大学総合博物館平成13年 度 後期公開講座

「京 大 の パ イ オ ニ ア と して の フ ィ ー ル ド ・ワ ー ク」

平 成14年1月12日,19日 に 芝 蘭 会 館 で 開 催 さ れ ま した 。

今西錦 司は,京 大のなかで も,た ぐいまれ な リー ダーシ ップを発揮 した,パ イオニア精神 にあふれた巨人

であった。探検 ・登山 ・生態学 ・霊長類学 ・人類学 に残 した巨大 な足跡 をた どって,今 も京大 に残 る学風

の源 を探 る。

1月12日(午 前の部)サ ル 学 と動 物 記:動 物 の 社 会 を 記 述 す る 方 法 を め ぐっ て

大学 院理学研究科助教授 山極壽 ・

今西錦司 の発案 に よって開始 された京大 のサル学 は,サ ルの社 会構造 ・生態 を観察 し,そ れ を記述,報

告する とい う,未 経 験の方法論的 問題 に直面 した。学問的考察 と,ジ ャーナ リステ ィックな描 写の区別が,

動物学 界において さえ未分化 だ ったのである。それ らを,学 説 史的背景 を考 察 しつつ,論 考 す る。

1月 且2日(午 後の部)企 画 展 示 『今 西 錦 司 の 世 界 』 を プ ロ デ ュ ー ス して

京都大学学士 山岳 会会員 ・毎 口新聞記者 斉藤清 明

総 合博物館 の企画展示 に よって,今 西錦司の人 間像 を浮かび上が らせ よう と試み た。今 西は生物 学者 と

して出発 したが,登 山家 と しての側面 も合わせ持 っていた。今西 は,そ れ ら多面 的な性格 をパ イオニア ・

ワー クの なか に融合す るこ とに成功 した希 有の人材であ る。京大 のなかに生 きてい るその伝統 を論考する。

1月19日(午 前の部)パ イ オ ニ ア ワ ー ク と して の 登 山 と フ ィー ル ドサ イ エ ン ス

東南 ア ジア研究 セ ンター教授 松林公蔵

今西錦 司が創設 した京都学士 山岳会は初登頂主義 をかかげる先鋭的な登山団体であ った。しか も,学 術

調査 を付 随 させ る とい う,日 本で は他 に例 を見 ない特異 的な行動様式 を もった山岳 会であった。その実態

について論考 を展 開する。

1月19口(午 後 の部)野 外 研 究 の 過 去 ・現 在 ・未 来

総合博物館 長 瀬戸 口烈司

探 検的活動 は大衆 化 し,ひ とにぎ りの 「特 殊 な」 グルー プだけがお こなう行為で はな くな った。では,

現代 におけ る 「探検」 を担 うの は,ど の ような人 々なのか。現代 におけ る探 検の意味 を考 えつつ,そ れ を

担 う人材 の多様性 について論 考す る。
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東大寺前身寺院の発見
吉川真司

知名度 とい う点か ら言 えば,東 大寺 は全国 の寺院

で も トップ クラスに位置する はずである。「奈 良の大

仏」の偉容 に感嘆 し,大 仏殿 の柱 に穿 たれた 「鼻の

穴」 を くぐった 人 も多 いことだろう。 しか し,大 仏

殿 だけ を見ていては東大寺の歴史はわか らない。二

月堂 ・三月堂が建 つ上院地区 は,お 水 取 りや天平仏

で知 られているが,寺 内で も最 も高所 にあ るこの一

帯 に こそ,東 大 寺誕生の謎 をと く鍵が秘 め られてい

るのである。

私 自身が上院地区の重要性 に改めて気付いたのは,

「東大寺 山堺四至図」とい う奈 良時代の絵 図 を研 究 し

は じめた時であった。この絵図 は天平勝宝8歳(756)

に,東 大 寺の寺域 を定めるために作成 された もので

ある。299cm×223cmの 巨大 な画布 には東大 寺伽藍

のみ な らず,春 日の山並 みが見事 に描 き出 されてい

て,「山の絵図」とい う印象 を強 く与える。そ して春

日山に建立 された山林堂宇群一 二月堂や三月堂 もそ

の一つで ある一 が,東 大寺 の重要 な構成 要素 であっ

たこ とが しっか りと感得 され て くるのであ る。東大

寺 はこの ような山林寺院 として出発 した。絵 図にい

くつ もの建築物 が描かれてい る上院地区 こそが,東

大寺前 身寺院=金 鐘寺 の故 地で ある とする通説 は,

とて も説得的な もの に思 えた。

「東大 寺山堺 四至図」の読み解 きに熱 中 した私 は,

奈良県 に住んでい る利 を活か して,し ば しば現地 を

踏査 した。図 に描 かれ たエ リアは東西3.8km,南 北

3.4kmも あるが,2・30回 も行 くうちに全域 を踏破で

きた。特 に綿密 に歩い たのは東 大寺伽藍地 であ る。

奈良時代 の絵図 に描 かれた山や小 川が今 も現地比定

で きるのは驚 きだったが,そ の うち 「経房」 と書か

れた施設 が気 にな りだ した。これ は写経 所の ことら

しく,図 によれば,上 院地 区か ら谷一つ隔てた北側

の山丘 にあ ったと見て よい。著名な正倉院文書 を遺

し,活 動 が リアルに復原 されている造東大寺司写経

所 。その位 置 をぜ ひ突 きとめ たい と思 った。

1994年2月,こ こぞ と思 われる山.丘を調査 した。

食 堂跡の東,丸 山 とい う山の西斜面 である。い くつ

かの平坦地 があ って,古 代 瓦の小 片が ころがってい

た。この辺が写経所 なんだな と納得 して帰 った。翌

1995年6月,菱 田哲郎氏(京 都府立大学)を 案 内 しが

て ら,ま た同 じ山丘 を踏査 した。その前夜,地 図 を

眺 めていて,去 年歩い た場所 の上方 に東西50m・ 南

北90mの 巨大 な平坦地が ある ことに気づ いていた。

期待 に胸ふ くらませ て急斜面 を遡上 する と,突 如 が

らん とした広場 に出た。問題 の大平坦地であ る。直

観的 に古代遺跡 だろ うと思 ったが,や が て菱 田氏が

興福寺式軒瓦 を採集す るに及んで,そ れは確信 に変

わった。

さ らに7月,2人 に加 えて,東 大寺 を発掘 してお

られ た平松 良雄氏(橿 原考古 学研 究所)を 誘 って,大

平坦地周辺 を じっ くりと見 てまわった。やがて我 々

が 目に した ものは,ま さに累 々たる古代瓦の散 布で

あ った。信 じられない思 いが した。後 日わか ったこ

とだが,95年 前後の冬 は鹿の食料が少 なか った ら し

く,彼 らは木 の根 を食べ るために斜面 を掘 り返 し,

大量の瓦 を地表 に露出 させ て くれ た らしい。発見 は

鹿 のおかげ だったのであ る。

そ れか ら とい うもの,東 大寺 に許可 をいた だい

て,何 度 も遺物採集 に出か けた。散布 す る軒瓦 のほ

とん どは興福 寺式で,東 大寺創建 よ りも古 い。朱が

付着 した もの も見つか り,堂 宇に葺 かれていた こと

は確 実 とな った。つ まりこ こには東大寺 の前 身寺 院

が存在 した ことになる。当初 はこの 「東大寺丸 山西

遺跡」を福 寿寺の跡だ ろう と考 えて いた。福寿寺 も
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　 (上)

(右上)

(右下)

大平坦地(東 から)

瓦の散布と鹿の掘 りあと

東大寺丸山西遺跡への入ロ

また東大寺前身寺院の一つ であるが,金 鐘寺 よ りも

やや新 しい。金鐘寺 は南の上院地区 にあ った とい う

先 入観 に縛 られ ていたのである。 しか し,文 献や瓦

を念 入 りに検討 してい くうちに考 えは逆転 し,丸 山

西遺跡=金 鐘寺跡,.ヒ 院地区=福 寿寺跡,と い う評

価 に落ち着 いた。私 たちは神 亀5年(728)に 聖武天皇

が創建 した,最 古の東大寺前 身寺 院の遺跡 を発見 し

た もの と思われる。そ う言 えば,聖 武 はそ の2年 前

に興福寺東金堂 を造営 してい る。この組織 を転 用 し

た と考 えれば,興 福寺式軒 瓦が使 われてい ることに

も説明がつ く。

1999年 夏以降,科 学研究費が支給 され たので,数

度 にわたって丸 山西遺跡 の測量調査 と地下探査 を行

なった。遺跡 の現 地形 は大縮尺で図化 され た。また

レー ダー探査 と電気探査 はほぼ同 じ結 果 を示 し,大

平坦 地の地下 に,大 規模 な建物遺構が埋 もれている

らしい ことは確実 になった。電気探査 のデー タ解析

結果 を見るたびに,つ い にここまで来 たか,と の感

慨 を禁 じ得 ない。私 たちは発掘調 査 を行な ってい な

いが,掘 らないで もかな りの知見 を得る こ とがで き

たのであ る。ただ,文 献面での検討 はまだ進め る余

地があ る。写経 所の正 確 な場 所 も知 りたい。しか し

何 より,こ の遺跡 を日本古代 の政治史 ・宗教 史上 に

どう位置づ けるか とい う,困 難 な課題が待 ち受 けて

いる。すべ ては これか らなのか も知れない。

自慢話 めいて しまったのは本 意でない。今 どき発

掘調査 とは無関係に古代寺院が発見 され るの も珍 し

かろ うと思 い,経 緯 を書 きとめ てみ たので ある。私

が東 大寺丸山西遺跡 にかかわ った時期 は,博 物 館在

任期間 とか な り重複 して いた。フ ィール ド調査 を重

視す る雰囲気が研究の追 い風 となったの は,疑 い な

いこと と思 っている。調査 をお許 しいただ いた東大

寺,協 力 して下 さった 多数の皆 さんにお礼 申 し上 げ

る とともに,も う過去 の職場 となって しまった総合

博物館 に対 して も,感 謝 の微意 を表 したい と思 う。

(京都大学 大学 院文学研究科助教授 ・日本'占代 史)
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総 合 博:物 館 客 員 教 授(平 成13年9月1日 ～11月30日)
ジョン　 サン リン

田　祥麟 博士

Dr Sang-Rin JEON

　平成13年 の秋に京都大学総合.博物館外国人客員教

授 として来日された田祥麟先生は,現 在,ソ ウルの

祥明大学校 自然科学大学の名誉教授で,大 韓民国の

動物学界 ・魚類学界の重鎮です。

　田先生の研究は海産魚の採集から始まり,そ の後

淡水魚の分類学や生物地理学 にうつ り,朝 鮮半島南

部の淡水魚を徹底的に採集 し,同 時に各種の地理的

分布をしらべあげました。その結果,韓 国産淡水魚

の新種や未記録種を多 く発見 され記載 されただけで

な く,韓 国産淡水魚類相の生物地理学的境界線を発

見されました。田先生の研究以前には,韓 国の淡水

魚の研究は分類学的な側面が甘 く,ま た,各 種の地

理的分布 もほとんど考慮 されていませんでした。韓

国の淡水魚は日本産や中国産のものと類縁関係が深

く,韓 国産各種の地理的分布 は東 ア ジアの動物相 の起源 をさ ぐるの に大変重要な情 報 を提 供 して くれ ます。

田先生の韓 国産淡水魚の生物地理学的研 究は確 かな分類学 的研究 と多 くの採集地点 に裏付 け られてお り,画

期 的な もの と内外で高 く評価 されてい ます。そ して,現 在,韓 国 と口本の淡水魚の研究者 は田先生 の生物

地理学の研究成果 をふ まえて,研 究 をすすめ ています。東 アジアの動物相の研究 とい うものを視野 にいれ

る と田先生の貢献 は大変重要 な ものになってい ます。

　 その他,口 本の多 くの魚類学者 と東 アジアの淡水魚や海産魚 につ いて共 同研究 をおこなってお り,そ の

研究成果 は果多しい数 にの ぼってい ます。私 も,5編 の共著論文が あ ります。

　 田先生は 日本語 に堪能であ り,読 み書 き,会 話 はまった く日本 人とかわ らない,大 変な知 日家です。滞

在 中は,こ れ まで に蓄積 されて こられた豊か な知識 と経験 で,京 都大学の研 究活動 や大学院教育 に多大の

貢献 を していた だきま した。

　 10月29口 に 「韓半 島中部以南 の東海(日 本海)側 河 川にお ける淡水魚類相」と題 して講演 を していただ

きま したが,多 くの 院生が聴講 し,そ の後,館 長 を交 えて懇親会 を行 い,遅 くまで魚談義 と自然史談義で

楽 しい時 をす ごさせ ていただ きま した。

　 なお,先 生 が韓 国で採集 され,京 都大学 に滞在中に研究 に用い られた魚類標 本はすべて総合博物館 に寄

贈 され ました。これ らの魚類標本 はかな りの種 数にのぼ り,京 都大学 の 自然史研究 にとってたいへ ん貴重

な ものであ り,こ れか らの韓 国 と日本の魚類 相の比較研究 に多大の貢献 をする ことになるで しょう。

　 　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　(京都大学総 合博物館 ・中坊徹次)
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新任 スタ ッフ紹介

岩崎奈緒子

資 料基礎 調査系 ・助教授(口 本近世史)

昨年4月 に資料基礎調査 系の助教授 として着 任 した。

京大 をはなれてか ら,わ ずか三年。そ の間 にい くつ もの建物が新 しく建 て替 え られ,キ ャンパスの雰囲

気は大 き く変わっていた。総合博 物館の建物 も,か つ ての文学部博物 館時代 か らす る と,倍 以 ヒに大 き く

なっていて,東 大路通 りか らは じめ てその姿 を見 た ときは,そ の規模 に少 し驚いた。そ して,実 際 に館に

人 ってみて,収 蔵す る文系 ・理系の資料群の膨大 さに圧倒 され,と りわけ,専 門の歴 史資料 につ いては,そ

の時代 と種類の多様 さに刺激 を受けている。

文系 ・理系 とを統 合 してで きた当館 は,展 示 の形 一つ を とってみて もそれぞれに個性 的である。異種混

清の環境 の中,た がいの違い を創造力の糧 と して尊重 しなが ら,第 一歩 を踏み出 した博 物館の歴 史を豊か

なもの にで きる ようつ とめて い きたい。

第三高等学校由来の物理実験機器

先行企画展

2002年 秋 に 「第三高等学校 由来の物理実験機器」の企画展 を予定 してい ますが、こ

の企 画展 の先行展示 を総合博物館 において2002年3月23口(土)一28日(木)に 行 いま

す。これ は3月24-27日 に立命館大学 びわこ草津 キャ ンパ スで開催 され る 日本物理

学 会春期大 会 に合わせ て行 うものです。

明治41年 に15円 で購入

された正切電流計

展示 テーマ は、「歴 史に埋 もれた物理教 育実験 一 三高 コレクシ ョンと物理学教科

書か ら探 る 」です。三高 コ レクシ ョンには、今 日で はもはや行われ な くなった歴

史的物理学教 育実験 の機器 が多 く存在 してお り、それ を当時の物理学図書 に叙述 さ

れている物理 実験 と対応 させ て展 示 します。この展示 を通 して、今後の物理実験教

育 に歴 史的な視点が加 え られる ことを期 待 してい ます。
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京 都 大 学 総 合 博 物 館 日誌(平 成13年10月 ～平 成14年1月)

平成13年

10月12日 第51回 教 官会議

ll月16日 第52回 教 官会議

11月30日 外国人研 究員 田 祥麟(大 韓民 国 ・

祥 明大学校 自然科学大学生物学科教授)帰 国

12月14日 第53回 教 官会議

12月20口 外国人研 究員 王 元青(中 華人民共

和 国 ・中国科学院古脊椎動物与古 人類研究所

研究教授)来 学

平 成14年

1月ll日

1月12・19日

第54回 教官会議

第10回 公開講座

表 紙

ほん ちょうず かんこうもく い しか わ りゆうせ ん はや しきちえい

本 朝 図 鑑 綱 目 元 禄 二 年(1689)石 川 流 宣 作 林 吉 永 刊

作者 は浮世絵 師 ・石川流宣 であ り,本 図系統 の 日本図 は 「流宣 図」と呼ばれ る。流宣 図は,貞 享四年(1687)

に初版 が刊 行 され,以 降約1世 紀 にわたって刊行 が重 ね られた。流宣図は,図 柄 ・色彩の美 しさ と,記 載

情 報の豊 富 さで人気 を博 し,日 本図 を代 表するベ ス トセ ラー となる。(京 都 大学蔵)

発 行 日2002年2月5日
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